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氾濫計算における誤りの内容

○費用対便益の便益Bの算出に用いた氾濫計算について、確率規模１／３０では285㎜/2日の雨量を使用して氾濫計

算すべきところ、誤って確率規模１／２０の264㎜/2日の雨量を使用して氾濫計算をしていた。

1

←

発防止策について」を参考に作成
https://www.hrr.mlit.go.jp/takada/iinkai/river/sekikawa/sekika

wa_iinkai/8121/index.html

確率規模１／３０の雨量は、
285㎜/2日であるが、誤って
264㎜/2日を使用

確率 確率規模別雨量
氾濫計算に使用した
確率規模別雨量

1/10 229㎜/2日 229㎜/2日

1/20 264㎜/2日 －

1/30 285㎜/2日 264㎜/2日

1/50 311㎜/2日 311㎜/2日

1/80 335㎜/2日 335㎜/2日

1/100 346㎜/2日 346㎜/2日

1/150 368㎜/2日 368㎜/2日

基準地点雄神上流域の確率規模別雨量と氾濫計算に使用した確率規模別雨量



【参考】洪水条件について

治水経済調査マニュアル（案） 令和２年４月 国土交通省水管理・国土保全局 Ｐ２７

2

庄川は、確率規模１／１０、
１／３０、１／５０、１／８０、
１／１００、１／１５０で実施



【参考】年平均被害軽減期待額について

治水経済調査マニュアル（案） 令和２年４月 国土交通省水管理・国土保全局 Ｐ６０

3

確率規模１／１０、１／３０、
１／５０、１／８０、１／１００、
１／１５０の洪水の氾濫計算
による被害額をもとに年平
均被害軽減期待額を算定
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